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森
の
遊
び
心
身
ワ
ク
ワ
ク

間

~

斤
葱
零
篝
窪
雲
蕊
~

~
肇
譲
菫

柔
~
れ
て
い
る
。
木
言
や
散
策
で
自
然
を
身
近
に
感
じ
、
心
身
を
，
鮠
蕊
謬
譽
敬

~

フ

レ

ッ

シ

ュ

し

よ

う

。

（

香

月

大

輝

）

県
瀬
戸
市
）
が
、
木
を
傷
つ
け

森
を
楽
し
む
方
法
の
一
つ
に
、

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
安
全
な
木
登
り

術
「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
が

あ
る
。
福
岡
県
岡
垣
町
の
森
で
、

指
導
者
の
資
格
を
持
つ
同
県
遠
賀

町
の
筋
田
晃
司
さ
ん
（
Ｗ
）
に
教
わ

り
な
が
ら
、
記
者
も
挑
戦
し
た
。

「
木
と
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
筋
田
さ
ん
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
、
腰
や
足
に
専
用
の
装
具
を

着
け
て
安
全
を
確
保
す
る
。
約
明

勝
の
ス
ダ
ジ
イ
の
木
に
ロ
ー
プ
を

掛
け
て
ぶ
ら
さ
が
り
、
特
殊
な
方

法
で
作
っ
た
結
び
目
を
少
し
ず
つ

上
に
滑
ら
せ
る
こ
と
で
、
体
を
持

ち
上
げ
て
い
く
。

筋
田
さ
ん
は
ス
ル
ス
ル
と
登
っ

た
が
、
記
者
が
力
任
せ
に
登
ろ
う

凸

と
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な

い
。
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
約

帥
分
か
け
て
８
勝
ほ
ど
の
高
さ
に

た
ど
り
つ
い
た
。

幹
で
体
を
休
め
て
い
る
と
、
森

と
一
体
に
な
っ
た
よ
う
。
日
常
の

煩
わ
し
い
こ
と
が
頭
か
ら
消
え
、

気
分
爽
快
だ
。
一
緒
に
登
っ
た
同

町
の
会
社
員
高
崎
真
理
子
さ
ん

（
詔
）
は
「
い
つ
か
木
に
登
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
。
上
か
ら
の
眺
め

は
想
像
以
上
に
新
鮮
で
す
」
と
目

を

輝

か

せ

た

。

~

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
元

は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
樹
木

管
理
の
技
術
。
日
本
で
は
、
２
０

０
０
年
に
発
足
し
た
「
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
」
（
愛
知

’

▲

筋田さん･(左）に教わりなが

ら「ツリークライミング」を
楽しむ人＝貞未ヒトミ撮影． ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸ｢木の上の眺め新鮮」

１

１

ず
、

障
害
者
や
高
齢
者
も
安
全
に
楽
し

め
る
森
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
各
地
で
体
験
会
を
開
き
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
側
万
人
が
参
加
し

た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
人
気
を
背
景
に
注

目
さ
れ
、
岨
年
度
は
約
刊
回
の
体

験
会
を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
後
は
さ
ら
に
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
、
事
務

局
の
担
当
者
は
「
『
密
』
を
気
に

せ
ず
、
自
然
の
中
で
開
放
感
が
得

ら
れ
る
た
め
で
は
な
い
か
」
と
説

明
す
る
。
体
験
会
の
日
程
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
多
く
は
５

０
０
０
円
前
後
（
保
険
、
道
具
利

用
料
込
み
）
で
挑
戦
で
き
る
ｄ

森
の
癒
や
し
効
果
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。
森
林
浴
の
ガ
イ

ド
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
育
成
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ソ
サ
エ
テ
ィ
」
（
東
京
）
で
は
へ

通
信
教
育
の
申
し
込
み
が
約
如
倍

に
増
え
た
。

~
千
葉
大
学
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ロ
ー

の
宮
崎
良
文
さ
凡
（
師
）
の
研
究
に

よ
る
と
、
森
林
の
散
策
に
は
脳
の

前
頭
前
野
の
働
き
の
鐵
識
化
な
ど

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
、
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
や
免
疫

機
能
の
向
上
な
ど
も
確
認
さ
れ
た

と
い
う
。

宮
崎
さ
ん
は
「
人
間
の
体
は
元

来
自
然
に
適
応
し
て
お
り
、
都
市

化
・
人
工
化
さ
れ
た
環
境
に
疲
れ

を
感
じ
る
も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
、
森
が
も
た
ら
す
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
」
と
指
摘
す
る
。
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